
台
密
西
山
流
-

成
菩

提
院
灌

室

の
成

立
に
つ
い
て

(
尾

上
)
 

二
二

台
密
西
山
流

成
菩
提
院
灌
室
の
成
立
に

つ
い
て

尾

上

寛

仲

一

台
密
諸
流
の

一
つ
に
西
山
流
が
あ
り
、
上
杉
文
秀
博
士
の

「
日
本
天

(
1
)

台
史
」

で
は
台
密
十
三
流

の
中
に
入
れ
、
硲
慈
弘
師
の

「
天
台
宗
史
概

(
2
)

説
」
で
は
十
三
流
の
中
に
数
え
て
い
な
い
。
西
山
流
の
祖
は
澄
豪

(
一

二
六
〇
-
一
三
五
〇
(
で
、
此
の
流
派
の
灌
室
は
正
覚
院

(比
叡
山
東
塔
(

正
観
院

(同
西
塔
)
宝
菩
提
院

(京
都
)
成
菩
提

院

(滋
賀
県
)
に
あ

つ

た
。
金
剛
輪
寺

(滋
賀
県
(
に
は
西
山
流
九
祖
の
画
像

が
伝
え
ら
れ
、

そ
れ
に
依
れ
ば
承
澄

(
一
二
〇
五
-
一
二
八
二
)
澄
豪

(
二
二
六
〇
-
一
三

五
〇
)
豪
鎮

(
二
二
〇
九
-
一
三
七
二
)
厳
豪

(
一
三
五
〇
-
二
四
一
六
)
」豪

善

(
-
一四
五
〇
(
豪
宗

(
一
三
九
二
-
一
四
七
二
)
豪
恵

(
一
四
二
七
-
二

四
八
九
)
豪
憲

(
二
四
三
二
-
二
五
〇
〇
)
豪
祝

(
-
一五
二
〇
)
が
西
山
流

の
直
系

と
さ
れ
て
居
る
。

且
つ
金
剛
輪
寺
蔵

の
豪
鎮
画
像

の
賛

に
は

延
慶
二
年

(
二
二
〇
九
)
己
酉
十
月
十
日
誕
生
、
十
二
歳
而
始
登
二叡
岳
哨
十

四
出
家
受
戒
十
九
、
和
尚
臨
二遷
化
之
時
一堕
二麿
運
之
機
納
為
二穴
太
之
正
統

以
二
小
河
之
嫡
流

付
属
伝
授
畢
、
四
十
八
而
始
授
二職
位

六
十
四
歳
入
滅
、

干
レ
時
応
安
五
年

(
二
ご
七
三
)
壬
子
九
月
九
日
寅
時
。

と
あ
つ
て
、
豪
鎮
は
穴
太
流
の
正
統
の
た
め
且

つ
小
川
の
嫡
流
の
故
を

以
て
伝
授
を
う
け
た
と
し
て
居
る
。
蓋
し
小
川
法
印
忠
快
よ
り
始
る
。

忠
快

の
資
が
承
澄
で
あ
り
、
小
川
流
の
名
称

は
忠
快
、
承
澄
の
住
坊
小

川
御
殿
に
起
因
す
る
が
、
元
来
は
穴
太
流
を
受
け
継
い
で
い
た
。
西
山

流
の
名
称
は
澄
豪
が
宝
菩
提
院
に
住
し
西
山
上
人
と
も
云
わ
れ
た
よ
う

に
京
都

の
西
山
の
称
呼
に
基
く
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
後
世
斯
く
名
け

ら
れ
た
も
の
で
、
西
山
流
の
初
祖
澄
豪
は
勿
論
、
其
の
資
豪
鎮
す
ら
穴

太
の
正
統
、
小
川
の
嫡
流
を
以
て
自
任
し
て

い
た
と
云
う

べ
き

で
あ

る
。
澄
豪

の
師
承
澄
は
穴
太
流
の
名
称
を
用

い
て
居
る
こ
と
が

「
阿
娑

縛
抄
許
可
略
作
法
」
の
識
語
に
見
ら
れ
る
。

即
ち
穴
太
流
を
相
承
し
た

旨
を
述

べ
、

自
今
以
後
、
穴
太
流
中
、
有
二希
望
一之
輩
者
、
早
可
レ授
レ之
。

と
書

い
て
居
る
。

こ
れ
に
就
き
成
菩
提
院
蔵

の
西
山
流

「
許
可
密
印
」

に
其

の
伝
承
次
第
を
示
す
記
録
が
あ
る
。

(1)
於
穴
太
御
房
賜
御
本
書
写
畢

金
剛
仏

子
契
中
。

(2)
寿
永
元
年

(
一
二
八
二
)
十
二
月
廿
六
日

賜
師
御
本
書
写
畢

金
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剛
仏
子
忠
快
。

(3)
嘉
禄

三
年

(
一
二
二
七
)
二
月
十

一
日

以
師
御
本
書
写
畢

金
剛

仏
子
承
澄
。

(4)
弘
安
三
年

(
二
二
八
〇
)
十
二
月
十
三
日

賜
御
本
書
写
畢

金
剛

仏
子
澄
豪
。

(5)
嘉
暦

元
年

(
二
三
二
六
)
八
月
十
五
日

賜
御
本
書
写
畢

豪
鎮

法
印
。

(6)
貞
治

六
年

(
二
三
六
七
)
十
月
廿
七
日

賜
御
本

書
写
畢

厳
豪

法
印
。

(7)
至
徳

元
年

(
二
三
八
四
)
八
月
七
日

賜
御
本
書
写
畢

金
剛
仏
子

豪
喜
。

(8)
応
永

廿
三
年

(
一
四
二
六
)
九
月
十
七
日

賜
御
本
書
写
畢

金
剛

仏
子
豪
宗
。

(9)
文
安

二
年

(
一
四
四
五
(
十
二
月
二
日

賜
御
本
書
写
畢

金
剛
仏

子
豪
恵
。

(10)
宝
徳

元
年

(
二
四
四
九
)
正
月
廿
四
日

賜
御
本
書
写
畢

金
剛
仏

子
豪
憲
。

(11)
文
明
元
年

(
一
四
七
八
(
十
月
十
五
日

賜
御
本
書
写
畢

金
剛
仏

子
豪
祝
。

(12)
文
明
十
年

(
二
四
七
八
)
四
月
十
二
日

賜
御
本
書
写
畢

金
剛
仏

子
豪
宣
。

(13)
享
禄
四
年

(
一
五
三
一
(
五
月
七
日

賜
御
本
書
写
畢

金
剛
仏
子

憲
永
。

(14)
天
文
廿

二
年

(
二
五
五
二
)
十

二
月
十
六
日

賜
御
本
書
写
畢

金

剛
仏
子
真
祐
。

こ
こ
に
示
さ
れ
た
書
写
年
月
日
は
即
ち

「
許
可
密
印
」
の
相
承
期
日

で
あ
り
、
最
初
の

「
穴
太
御
房
」
は
穴
太
流
初
祖

の
聖
昭
の
こ
と
で
あ

る
。
因
に
最
後
に
あ
る
金
剛
仏
子
真
祐
は
後
に
成
菩
提
院
の
学

頭

(第

十
七
世
)
に
な
つ
た
真
祐
僧
正
で
あ
る
。

成
菩
提
院
灌
室
の
成
立
に
何
等
か
の
つ
な
が
り

の
求
め
ら
れ
る
の
が

「
阿
娑
縛
抄
現
在
目
録
」
の
次
の
識
語
で
あ
る
。

亨
徳
元
年

(
一
四
五
二
)
粧
潤
八
月
十
七
日
紅
故
慶
舜
法
印
御
発
願
書
写
阿

娑
縛
抄
、
悉
以
春
海
僧
都
肝
購
柏
原
奉
レ渡
レ之
畢
。
右
抄
者
小
川
僧
正
御
制

作
、
為
二当
流
無
讐
之
重
書
叩
然
嘉
会
時
到
、
令
レ伝
二持
之
一給
。
其
以
為
難
レ

有
矣
。
予
又
始
中
終
致
二奉
行
叩
今
亦
依
二懇
請
哨
染
二六
十
一
歳
之
禿
筆
嚇

銘
二二
百
余
巻
之
題
額
殉
願
也
契
二弘
通
於
星
霜

宿
却
口
利
生
於
竜
花
暁
一

焉
。

穴
太
末
嗣
小
川
嫡
流
法
印
権
大
僧
都
豪
宗
□

こ
こ
に
も
豪
宗
は
西
山
流
の
名
称
を
用
い
ず
、

「穴
太
末
嗣
、

小
川
嫡

流
」
と
称
し
て
居
る
。
此
の
識
語
に
あ
る
如
く
、
成
菩
提
院
第
二
世
の

慶
舜
が
阿
娑
縛
抄
の
書
写
を
西
山
宝
菩
提
院

の
豪
宗
に
依
頼
し
て
い
た

が
、
慶
舜
の
生
存
中
に
は
そ
れ
が
完
成
し
な
か

つ
た
。
慶
舜
は
永
享
十

三
年

(
一
四
四
一
)
八
月
十
九
日
に
示
寂
し
て
居
り
、
阿
娑
婆
抄
書
写
の

完
成
は
享
徳
元
年
で
、
其
の
時
の
成
菩
提
院
は
第
三
世
の
春
海
の
時
代

台
密
西
山
流
-
成

菩
提
院

灌
室
の
成

立
に

つ
い
て

(
尾

上
)
 

二
三
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台
密
西
山
流
-
成

菩
提
院
灌
室

の
成
立

に

つ
い
て

(
尾

上
)

二
四

で
あ
る
。
従

つ
て
完
成
し
た
阿
娑
縛
抄
は
豪
宗
よ
り
春
海
に
渡
さ
れ
た

の
で
あ

る
。

二

成
菩
提
院
の
開
山
貞
舜
法
印

(
二
三
五
三
-
一
四
二
二
)
は
密
教

を
円

済
か
ら
受
け
て
居
り
、
円
済
は
西
山
流
を
継
承
し
て
居
る
。

こ
れ
に
つ

い
て
貞
舜
自
筆
の
切
紙
が
成
菩
提
院
に
残
つ
て
居
る
。
切
紙
は
二
通
あ

つ
て
、
其

の

一
の

「
喩
祇
秘
決
」

の
末
尾
に

「
三
部
伝
法
阿
闇
梨
位
円

済
示
」

と
あ
り
、
此
の

一
行
は
円
済
の
自
署
で
あ
る
。
喩
祇
秘
決

の
伝

授
次
第

は
、
光
宗
、
運
海
、
貞
済
、
円
済
、
貞
舜
と
な

つ
て
居
る
。
此

の
中
、
光
宗
と
円
済
の
伝
授
年
代
は
判
明
し
な
い
が
、
他
は
識
語
に
よ

り
判
明
す
る
。
即
ち

(1
)光
宗
遍
照
金
剛
記
之
。

働
元
弘
三
年

(
一
三
三
三
)
十
月
十
七
日

於
金
山
院
書
写
了
金
剛
仏

子
運
海
記
之
。

(3)
延
文
四
年

(
一
三
五
九
)
正
月
廿
二
日

於
江
州
僑
山
延
寿
寺
令
書

写
了
金
岡
仏
子
貞
済
記
之
。

(済
)

(4)
応
永
十
四
年

(
一
四
〇
七
)
虹
政
月
廿
九
日
賜
円
ー
師
御
本
書
写
詑

金
剛
仏
子
貞
舜
記
之
。

と
あ
る
。

其
の
二
の
切
紙
は
即
位
灌
頂
の
密
印
を
示
し
た
も
の
で
、

こ

れ
に
は

「
三
部
都
法
阿
闇
梨
位
円
済
示
」
の
円
済
の
自
署
が
あ
る
。
そ

し
て
最
後
に

月
輪
殿

承
澄

澄
豪

行
遍

慶
盛

光
宗

澄
恵

運
海

貞
済

円
済

貞
舜

の
伝
授
次
第
を
書
き
込
ん
で
居
る
。
更
に
次
の
伝
承
年
月
日
を
残
し
て

居
る
。

(1)
正
和
二
年

(
一
三
一
三
)
郷
乙
卯
正
月
二
日
以
吉
日
奉
受
畢

干
時

天
晴
吉
祥
行

遍
記
。

(2)
正
和
二
年
阻
乙
卯
三
月
九
日
以
吉
日
奉
受
了

干
時
天
晴
吉
祥

慶
盛
記

(3)
正
和
五
年

(
一
三
二
六
)
瀟
丙
辰
四
月
十

一
日
以
吉
日
奉
受
了

干

時
天
晴
吉
祥

光
宗
記
。

(4)
元
徳
二
年

(
二
三
三
〇
)
横
庚
午
壬
六
月
廿
三
日
以
吉
日
於
金
山
院

奉
受
了

子
時
天
晴
吉
祥

澄
恵
記
。

(5)
元
徳
二
年
帳
庚
午
十
二
月
十
八
日
以
吉
日
奉
受
了

干
時
天
晴
吉

祥

運
海
記
。

(6)
延
文
四
年

(
二
三
五
九
)
妃
己
亥
二
月

ニ
日
以
吉
日
奉
受
了

貞
済

記
。(7)

応
永
八
年

(
二
四
〇

一
)
辞
辛
己
三
月
七
日
以
吉
日
奉
受
了

貞
舜

記
。即

ち
貞
舜
は
応
永
八
年
と
同
十
四
年
に
円
済

か
ら
西
山
流
の
伝
授
を

う
け
て
居
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
其
の
所
以
は
円
済
は
澄
豪

の
流
を

汲
ん
で
居
る
か
ら
で
あ
る
。

定
珍
の

「
日
本
大
師
先
徳
明
匠
記
」
に
は

「
杉
生
流
相
承
次
第
」
が

収
め
ら
れ
、
其
の
中
に
貞
海
-
貞
済
ー
貞
祐
1
<貞
舜
ー
能
舜
の
系
譜
を

-548-



掲
げ
て
思
る
。
こ
れ
と
同
じ
系
譜
が

「
天
台
法
華
宗
牛
頭
法
門
要
纂
」

に
も
見
ら
れ
る
。
即
ち

貞
海
授
貞
済
。
貞
済
授
貞
祐
。
貞
祐
授
貞
舜
。
貞
舜
授
能
舜
。
(3)

と
あ
る
。

こ
れ
は
顕
教
の
相
承
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
前
述

の

「
喩
舐
秘
決
」
の
貞
済
-
円

済
-
貞

舜
と
比
較
し
、
貞
舜
は
顕
密
共
に

(
1
)

貞
済
の
孫
弟
子
に
な
る
。
貞
済
は
芝
間
談
義
所
に
居
り
、
貞
済
の
灌
頂

の
師
運
海
は
澄
豪
五
代
の
法
孫

で
あ
る
か
ら
、
彼
も
亦
西
山
流
に
属
す

る
こ
と
に
な
る
。

三

成
菩
提
院
は
柏
原
談
義
所
と
し
て
知
ら
れ
、
具
つ
西
山
流
の
灌
室
と

し
て
続

い
た
。
「
厳
豪
の
資
に
慶
舜
あ
り
て
江
州
柏
原
成
菩
提
院
灌
室

の
祖
と
な
る
」
と
島
地
大
等
師
は

「
天
台
教
学
史
」
に
記
述
さ
れ
て
居

(
5
)

る
。
慶
舜

(
一
三
七
二
-
一
四
四
二
)
が
厳
豪
か
ら
西
山
流
を
相
承

し
て

こ
と
は
成
菩
提
院
蔵
の
胎
蔵
界
印
信
に
よ
り
明
白
で
あ
る
。
慶
舜
の
印

信
は
胎
、

金
、
合

の
三
通
が
現
存
し
何
れ
も
西
山
流

の
も
の
で
あ

る

が
、
厳
豪
-
慶
舜

の
伝
授
は
前
記
の
如
く
胎
蔵
界
の
み
で
あ
る
。
其

の

年
代
は
応
永
廿
二
年

(
一
四
一
五
)
九
月
廿

二
日
で
あ
る
。
厳
豪
は
其

の

翌
年
十
月
五
日
六
十
七
歳
で
示
寂
し
た
た
め
、
慶
舜
が
金
剛
界
、
合
行

の
阿
關
梨
灌
頂
法
の
伝
付
は
厳
豪
の
資

の
豪
喜

よ
り
受
け
た

の
で
あ

る
。
即
ち
金
剛
界
印
信
は
応
永
廿
五
年

(
一
四
一
八
)
九
月
廿
九
日
付
、

合
行
印
信
は
応
永
廿
九
年

(
一
四
二
二
)
十
月
朔
日
付
で
授
与
さ
れ
て
居

る
。
そ

こ
で
成
菩
提
院
灌
室
の
阿
闇
梨

の
つ
な
が
り
を
示
す
と
次
の
如

く

に

な
る
。

(1)

(四
)

厳

豪

(
一
三
五
〇

一
四

一
六

)

承
澄
…
…
弘

範

貞

舜

(
一
三
五
三
-
一

四
二
二
)

(五)豪

喜

(
-
一

四

五
〇
)

(六)豪

宗

(
一
三
九

二

一
四

七

二
)

(七)豪

恵
(
一
四

二

七
-
一

四
八
九

(
2
)

慶
舜
一(
一
三
七

二

一
四

四

一
)

(
3
)

春
海

(
一
四
〇

三
-

一
四
八

七
-
)

(算
用
数
字
は
成
菩
提
院
歴
代
漢
字
数
字
は
西
山
九
祖
の
順
)

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
厳
豪

の
資
に
貞
舜

の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

(
6
)

成
菩
提
院
に

「
天
台
円
頓
仏
性
戒
相
承
血
脈
譜
」
の
板
木
が
現
存
し
、

そ
れ
に
は
厳
豪
法
印
の
次
に
貞
舜
法
印
を
並

べ
て
居
る
。
今
少
し
之
を

遡
れ
ば
、
承
澄
僧
正
-
伝
法
和
尚
-
豪

鎮
法
印
-
厳
豪
法
印
の
相
承
を

書
き
列
ね
て
居
る
。
こ
こ
に
云
う
伝
法
和
尚
は
澄
豪
の
こ
と
で
あ
る
。

即
ち
成
菩
提
院
で
は
承
澄
-
澄
豪
-
豪

鎮
-
厳

豪
-
貞

舜
の
相
承
を
認

め
て
来
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
此
れ
は
明
か
に
西
山
流
の
系
譜
と

一
致

す
る
の
で
あ
る
。

次
に
弘
範
が
慶
舜
の
灌
頂
の
師
で
あ
る
こ
と
は
、
応
永
七
年

(
一
四

〇
〇
)
六
月
十

一
日
灌
頂
阿
關
梨
法
印
弘
範
示
」

の
弘
範
自
署

の
金
剛

界
印
信
が
成
菩
提
院
に
伝
え
ら
れ
て
居
る
こ
と
に
依
り
之
を
知
る
の
で

あ
る
。
此
の
印
信
に
よ
る
次
第
は
忠
快
-
承

澄
-
永
慶
-
貞
存
-
弘
範

-
慶
舜
と
な
な
る
。
然
し
慶
舜
が
金
剛
界
を
豪
喜
か
ら
も
受
け
た
こ
と

台
密

西
山
流
-
成

菩
提
院
灌
室

の
成
立

に
つ
い
て

(
尾

上
)

二
五
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台
密
西
山
流
-
成

菩
提
院
灌
室

の
成

立
に
つ
い
て

(
尾

上
)

二
六

は
前
述

し
た
通
り
で
あ
る
。

慶
舜

に
つ
い
で
成
菩
提
院
第
三
世
と
な
つ
た
春
海
は
胎
蔵
界
を
慶
舜

よ
り
授
け
ら
れ
て
居
る
。
そ
の
胎
蔵
界
印
信
の
末
尾
に
は

方
今
、
為
レ令
レ不
レ断

絶
師
跡

以
二此
胎
蔵
大
教
王
及
阿
閣
梨
灌
頂
法
噛

伝

付
大
法
師
春
海
一詑
。
尽
授
三
二
昧
耶
戒
一夜
入
二灌
頂
道
場
噛
即
得
二眈
盧

遮
那
如
来
号
遍
照
金
剛
画
所
レ願
秘
教
遠
布
、
福
二利
群
生
噛
法
眼
遍
照
、
倶

登
二極
位

応
永
計
二
年

(
一
四
二
四
)
職
鳳
十

一
月
十
九
日
、
伝
授
三
部
灌

頂
阿
闇
梨
権
少
僧
都
法
眼
和
尚
位
慶
舜
示

と
あ
る
。
此
の
印
信
最
後
の

「慶
舜
示
」
は
慶
舜
の
自
筆

で
あ
る
。
成

菩
提
院

で
は
既
に
応
永
廿
九
年

(
一
四
二
二
)
七
月
朔
日
慶
舜
は
示
寂
し

て
居
る
の
で
、
慶
舜
よ
り
春
海
に
胎
蔵
界
を
伝
え
た
灌
頂
道
場
は
成
菩

提
院
の
灌
室
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

(
7
)

春
海
は
木
原
談
義
所
の
開
祖
稟
海

の
弟
子
で
あ
り
、
此
の
頃
成
菩
提

院
に
於

い
て
顕
密
の
学
を
慶
舜
に
就
い
て
学
ん
で
い
た
。
成
菩
提
院
の

寂
照
蔵

に
絹
本
著
色
胎
蔵
界
及
び
金
剛
界
曼
茶
羅
の
両
図
が
収
め
ら
れ

て
居
る
が
、
こ
れ
は
寛
正
三
年

(
二
四
六
二
)
開
眼
さ
れ
、
其
の
導
師
は

春
海
で
あ

つ
た
。
此
の
両
界
曼
茶
羅
図
は
美
濃
国
安
八
郡
平
野
庄
西
保

の
円
乗
院
の
常
什
物
で
あ

つ
た
が
、
天
文
十
四
年

(
二
五
四
五
)
成
菩
提

院
に
寄
進
さ
れ
て
居
る
。
成
菩
提
院
の
春
海
が
美
濃
国
に
於

い
て
両
界

曼
茶
羅

の
開
眼
導
師
を
勤
め
た
こ
と
は
、
成
菩
提
院
灌
室
の
法
流
末
寺

が
既
に
美
濃
国
に
固
定
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

成
菩
提
院
の
末
寺
関
係
に
就
き
古
文
書
は
殆
ん
ど
残

つ
て
居
ら
ず
、

(
9
)

詳
か
に
し
得
な
い
が
、
「院
中
代

々
法
度
之
事
」
の
第
十
三
条
に

諸
末
寺
諸
山
之
衆
、
年
中
礼
物
等
之
事
、
大
略
漸
々
返
し
畢
。
然
共
、
実
成

院
、
花
蔵
院
、
円
光
院
、
成
就
院
、
正
覚
院
、
定
光
院
、
鷺
田
正
覚
院
、
宝

伝
寺
、
此
八
ヶ
寺
者
末
寺
契
約
也

(中
略
)
此
等
之
住
持
等
退
転
之
時
者
、

必
従
二当
院
一宛
定
可
有
之
故
也
。
(以
下
略
)

と
あ
つ
て
、
此
等
の
末
寺
は
美
濃
国
に
あ
つ
た
。
成
菩
提
院
は
近
江
国

に
あ
る
の
で
末
寺
が
近
江
国
に
散
在
す
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
早

く
か
ら
美
濃
国
に
も
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
成
菩
提
院
が
談
義
所

で
あ
つ
た
の
で
、
其
の
方
面
か
ら
本
末
関
係
が
生
じ
も
し
た
が
、

ニ
方

で
は
西
山
流
の
灌
室
の
た
め
、
灌
頂
を
通
じ
て
本
末
関
係
が
確
立
し
た

こ
と
も
否
定
出
来
な
い
。

1

同
書
附
録
の
表
に
よ
る
。

2
一
六
七
頁
-
二
六
八
頁

3

伝
教
大
師
全
集
第
五
巻

六
八
頁

但
し
全
集
は
舜
貞
に
な
つ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
貞
舜
の
誤
。

4

美
濃
国
安
八
郡
芝
間
に
あ
つ
た
。

5

四
〇
九
頁

6

元
禄
時
代
の
開
板
で
あ
る
が
、
貞
舜
法
印
以
来
の
成
菩
提
院
の
世
代
譜

を
示
し
て
居
る
。

7

九
州
肥
後
。
能
本
県
下
益
城
郡
富
合
町
木
原
長
寿
寺
。

8

四
教
顕
略
紗
上

(真
如
蔵

一
五
四
)

9

大
永
初
年

(
一
五
二
一
)
頃
の
成
立
。
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